
期
限
は
１
月

　31
日
㈭
で
す

償
却
資
産
の
申
告

　

償
却
資
産
と
は
、事
業
の
た
め
に

使
う
こ
と
の
で
き
る
土
地
・
家
屋
以

外
の
資
産
（
※
）
で
す
（
左
表
参
照
）。

　

償
却
資
産
は
、
土
地
や
家
屋
と

同
じ
よ
う
に
固
定
資
産
税
の
課
税

対
象
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
業
用

資
産
（
貸
し
付
け
て
い
る
も
の
を
含

む
）
を
市
内
に
所
有
し
て
い
る
人

は
、毎
年
１
月
１
日
現
在
の
、そ
の

償
却
資
産
の
所
在
地
、
種
類
、
数

量
な
ど
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

※
こ
れ
に
類
す
る
資
産
で
、
法
人

税
ま
た
は
所
得
税
を
課
税
さ
れ

て
い
な
い
人
が
所
有
す
る
資
産

を
含
み
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
・
法
人

番
号
）
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

　

提
出
の
際
は
、
本
人
確
認
資
料

(

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
表
面
な
ど)

と
番
号
確
認
資
料(

同
カ
ー
ド
の
裏

面
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代

理
人
に
よ
る
申
告
の
場
合
、
右
記

に
加
え
、
代
理
権
確
認
資
料
（
委

任
状
な
ど
）
も
、
そ
れ
ぞ
れ
申
告
書

に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
度
よ
り
、
申
告
書
様

式
を
一
部
変
更
し
て
い
ま
す
。
対

象
者
に
は
変
更
後
の
様
式
を
送
付

し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

で
も
申
告
で
き
ま
す

　

窓
口
に
来
た
り
、
郵
送
し
た
り

す
る
手
間
が
省
け
る
だ
け
で
な
く
、

複
数
の
自
治
体
へ
の
申
告
も
一
度

の
送
信
で
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス

で
申
告
す
る
場
合
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

確
認
資
料
は
不
要
で
す
）。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産

税
係
☎
30-

６
１
３
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

宝
く
じ
助
成
金
を

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

活
か
し
て
い
ま
す

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業

収
入
を
財
源
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

同
事
業
に
よ
り
、
市
内
の
園
児

ら
で
結
成
さ
れ
た
彦
根
市
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
の
活
動
資
器
材
で
あ
る

防
火
法は

っ
ぴ被
と
拍

ひ
ょ
う

子し

ぎ木
を
整
備
し
ま

し
た
。

消
防
出
初
式
や
火
の
用
心
の
町

回
り
で
、
防
火
法
被
を
着
た
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
員
が
拍
子
木
を
鳴
ら

し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
、
さ
ら
な
る
火
災
予

防
啓
発
に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予

せっさく

門、塀、庭園、広告塔、舗装路面
（アスファルト舗装など）、仮設の
建物、電気設備、空調設備、給排
水設備、サービス設備、テナント
負担分の内装、建築設備　など

構築物

旋盤、ボール盤、ミシン、ウイン
チ、ホイスト、クレーン、受変電
設備、自走式作業用機械、太陽光
発電設備　など　

機械、
装置

ボート、漁船、飛行機　など船舶、航空機

動力運搬車、手押し車、大型特殊
自動車（ただし、自動車税が課税され
ているものは除く）など

車両、
運搬具

切削道具、測定工具、陳列ケース、
複写機、パソコン、医療機器、ネオ
ンサイン、看板、接客用家具　など

工具、器具、
備品

償却資産の例

防
課
☎
22-

０
３
３
２
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

９
４
２
７
番

平
成

　29
年
度

経
営
改
革
の
取
り
組
み

　

市
は
、「
持
続
可
能
な
財
政
基
盤

の
確
立
に
向
け
た
今
後
の
取
組
方

針
」
に
基
づ
き
、

▼
財
政
運
営
の
健
全
化

▼
歳
入
確
保
策
の
積
極
的
な
展
開

▼
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
体
制

の
整
備

を
三
本
柱
に
「
持
続
可
能
な
財
政

基
盤
の
確
立
」
を
最
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
の
主
な
も
の
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

働
き
方
・
業
務
改
革
の
推
進

　

市
長
を
本
部
長
と
し
て
「
働
き

方
・
業
務
改
革
推
進
本
部
」
を
設

置
。
職
員
の
労
務
環
境
を
改
善
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
社
会
情
勢

の
変
化
に
伴
う
新
し
い
ニ
ー
ズ
に

も
迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整

え
、
市
民
満
足
度
を
よ
り
一
層
高

め
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
た
。

　

職
員
向
け
の
意
識
改
革
の
研
修

や
総
合
窓
口
導
入
の
検
討
、
業
務

改
善
を
実
施
す
る
た
め
の
基
礎
調

査
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

自
主
財
源
の
発
掘

①
ふ
る
さ
と
彦
根
応
援
寄
附
を
よ

り
多
く
受
け
入
れ
る
た
め
、
返

礼
品
関
連
業
務
を
事
業
者
へ
委

託
し
、
返
礼
品
の
拡
充
を
行
い

ま
し
た
。

②
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」

「
い
い
の
す
け
」
の
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス

タ
ン
プ
を
作
成
・
販
売
し
、
分

配
金
収
入
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ラ
ス
ト
の
部
分
使
用

の
解
禁
な
ど
、「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」

商
標
の
使
用
方
法
の
拡
大
、
新

た
な
イ
ラ
ス
ト
の
商
標
と
し
て

の
追
加
に
よ
り
、
事
業
者
か
ら

の
使
用
許
諾
料
収
入
の
増
加
を

図
り
ま
し
た
。

③
「
国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
１
０

年
祭
」
の
開
催
期
間
中
、
彦
根

城
一
帯
で
の
特
別
展
示
に
伴
い
、

城
山
観
覧
料
の
特
例
を
定
め
、

歳
入
の
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

民
間
活
力
の
活
用

　

職
員
か
ら
の
Ｉア

イ
テ
ィ
ーＴ
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
な
ど
に
効
率
的
・
迅
速

に
対
応
す
る
た
め
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
対
応
す
る
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
業

務
を
専
門
企
業
に
委
託
し
ま
し
た
。

透
明
性
の
高
い
行
政
運
営
の
推
進

　

各
課
に
ま
た
が
る
子
育
て
支
援

に
関
す
る
情
報
を
集
約
し
て
専
用

サ
イ
ト
を
開
設
し
、
子
育
て
支
援

の
情
報
の
発
信
・
提
供
を
一
元
化

し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎

30-

６
１
０
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

火の
  用心！
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国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
に
は
口
座
振
替
を

国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
案
内
書
な
ど
に

よ
り
、
毎
月
の
保
険
料
を
翌
月
の
末
日

ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将

来
受
け
取
る
「
老
齢
基
礎
年
金
」
の
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て

は
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
万
一
の

と
き
に
「
障
害
基
礎
年
金
」
や
「
遺
族

基
礎
年
金
」
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
の
利
用

口
座
振
替
に
す
る
と
、
毎
月
、
納
め

に
行
く
時
間
と
手
間
が
か
か
ら
ず
便
利

で
安
心
で
す
。
ま
た
、
次
の
割
引
の
あ

る
お
得
な
振
替
方
法
も
あ
り
ま
す
。

▼
当
月
末
に
口
座
振
替
す
る
こ
と
に
よ

り
、月
々
50
円
割
り
引
き
さ
れ
る「
早

割
制
度
」

▼
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い「
２

年
前
納
」「
１
年
前
納
」「
半
年
前
納
」

申
し
込
む
に
は
、
口
座
振
替
申
出
書

に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
（
金
融
機
関

の
届
出
印
）し
て
近
く
の
年
金
事
務
所
に

お
持
ち
に
な
る
か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
窓
口
で
も

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
前
納
を
希
望
す
る
場
合
、
２
月
末
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ

イ
ヤ
ル
（
０
５
７
０-

０
１
１-

０
５
０

番
）、
彦
根
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
23-

１
１
１
４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
３
番

将
来
の
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

付
加
年
金
保
険
料
の
納
付

国
民
年
金
に
は
、
定
額
保
険
料
（
月

額
１
６
、
３
４
０
円
）
に
月
額
４
０
０
円

の
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
付
す

る
こ
と
で
、
将
来
、
よ
り
多
く
の
年
金

額
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
１
年
間
納

め
た
場
合
、
将
来
年
額
２
、
４
０
０
円

（
２
０
０
円
×
12
か
月
）
を
付
加
年
金
と
し

て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
農
業
者
年
金
加
入
者
は
、
希
望
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
付
加
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
国
民
年
金
基
金
の
加
入
者
は
、付
加
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
こ
れ
ら
の
条
件
は
、
制
度
改
正
に
よ

り
変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

希
望
す
る
場
合
、彦
根
年
金
事
務
所
・

保
険
年
金
課
、
支
所
、
各
出
張
所

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

彦
根
年
金
事
務
所
国

民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
23-

９
０
３
３
番
、

保
険
年

金
課
☎
30-

６
１
３
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

第 18回全国障害者スポーツ大会
「福井しあわせ元気大会」出場選手報告会
　10月 13日～同 15日に福井県で開催さ
れた同大会で、彦根市の2人の選手がメダル
を獲得されました。

【陸上競技】
▶岸田清

きよつぐ

次さん（写真左）：ジャベリックスロー 
第 2位、砲丸投 第 3位

▶福村義
よしてる

晃さん（写真右）：100m走 第 2位、
ソフトボール投 第 2位

問い合わせ先 障害福祉課
　　☎27-9981、FAX26-1767

伝統食の良さの再確認や、地産地消の実践につ
なげるため、みそづくり体験を行います。
日時 平成31年1月26日㈯、同27日㈰
　　いずれも13：30～ 16：00

場所 グリーンピアひこね（清崎町）
対象　市内在住・在学・在勤の人（グリーンピアひこね
での「みそづくり体験」に参加したことがない人を優先）

※親子での参加を歓迎します。
定員　各20組（先着順）

費用 1組 2,500円
申込期間　12月 19日㈬～
　平成31年1月9日㈬

申込・問い合わせ先
グリーンピアひこね

　☎25-3909、FAX25-3972　※電話か FAX
で①氏名（参加者全員）②住所③電話番号④希望日
を伝えてお申し込みください。

みそづくり体験
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